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１ 医療費助成対策 

 

 (1) 子ども医療費 

＜制度の実施＞ 昭和48年１月１日 

＜現 行 制 度     ＞ 県補助事業、ただし高校生世代に対する助成は令和５年９月まで市単独事業 

＜対 象 者＞ 満18歳に達する日以後の最初の３月31日までの間にある人（以下この節において「子ども」

という。） 

        なお、小・中学生の入院外は平成21年10月から県補助対象 

                              （令和６年度） 

対 象 者 数 件 数 助 成 額 
１人当たり 

受 診 件 数 

１人当 たり 

助 成 額 

43,366人 753,535件 1,827,999千円 17.38件 42,153円 

 

(2) 重度心身障害者医療費 

＜制度の実施＞ 昭和48年10月１日 

＜現 行 制 度     ＞ 

県補助事業、ただし知能指数35以下と判定された人に対する助成は市単独事業 

なお、入院時食事療養費標準負担額については、保険者から「標準負担額減額認定証」の交付を受けている

者が、入院の際、福祉医療費受給資格者証と併せて提出した場合に限り、助成を受けることができる。 

また、令和５年８月から所得制限が導入された。 

＜対 象 者＞ 

75歳未満（後期高齢者医療の被保険者を除く）で、 

① 特別児童扶養手当等の支給に関する法律施行令別表第３の１級の障害を有する人 

② 国民年金法施行令別表の１級の障害を有する人 

③ 身体障害者手帳１級及び２級の人 

④ 知的障害者更正相談所又は児童相談所及び前記諸機関と同等の判定能力を有する機関において知能指数

35以下と判定された人 

⑤ 国民年金法施行令別表の１級と同程度の障害を有することが公的機関の判定により証明された人 

⑥ 療育手帳制度要綱により療育手帳の交付を受けた人で、その判定がＡの人 

                    （令和６年度） 

対 象 者 数 件 数 助 成 額 
１ 人 当 た り 

受 診 件 数 

１人当 たり 

助 成 額 

3,051人 86,116件 564,718千円 28.23件 185,092円 

 

 (3) 母子・父子家庭等医療費 

＜制度の実施＞ 昭和49年10月１日（父子家庭は平成８年８月１日） 

＜現 行 制 度＞ 

令和６年４月から県補助事業（所得税非課税）に市単独事業として所得が特別障害者手当の支給対象となる

所得に準ずるものを加えた。所得税の計算については平成22年税制改正による年少扶養控除及び特定扶養控除

の上乗せ部分の廃止がなかったものとして計算された所得税額が０円となる場合は所得税非課税とみなす。 

＜対 象 者＞ 

母子又は父子家庭の母または父とその子ども、または父母のいない子ども 

                             （令和６年度） 

対 象 者 数 件 数 助 成 額 
１ 人 当 た り 

受 診 件 数 

１人当 たり 

助 成 額 

5,684人 78,742件 244,898千円 13.85件 43,085円 
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 (4) 高齢重度障害者医療費 

＜制度の実施＞ 昭和58年４月１日 

＜現 行 制 度     ＞ 

県補助事業、ただし知能指数35以下と判定された人に対する助成は市単独事業 

なお、入院時食事療養費標準負担額については、保険者から「標準負担額減額認定証」の交付を受けている

者が、入院の際、福祉医療費受給資格者証と併せて提出した場合に限り、助成を受けることができる。 

また、令和５年８月から所得制限が導入された。 

＜対 象 者＞ 

 後期高齢者医療の被保険者（75歳以上の人、または一定の障害のある65歳以上75歳未満の人で、申請により

群馬県後期高齢者医療広域連合の認定を受けた人）で、 

① 国民年金法施行令別表の１級の障害を有する人 

② 身体障害者手帳１級及び２級の人 

③ 知的障害者更正相談所又は児童相談所及び前記諸機関と同等の判定能力を有する機関において知能指数

35以下と判定された人 

④ 国民年金法施行令別表の１級と同程度の障害を有することが公的機関の判定により証明された人 

⑤ 療育手帳制度要綱により療育手帳の交付を受けた人で、その判定がＡの人 

                             （令和６年度） 

対 象 者 数 件 数 助 成 額 
１ 人 当 た り 

受 診 件 数 

１人当たり 

助 成 額 

3,442人 110,135件  393,248千円 32.00件 114,250円 
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２ 国民健康保険 

 

 (1) 概    況 

ア 事業開始 

昭和29年４月１日、隣接７町村の編入合併に伴い、これら町村で実施していた国保を引き継いで事業を開

始、次いで昭和33年10月１日に旧市域を再開し、全市域実施となった。 

 

イ 被保険者の状況                           （令7.3.31現在） 

 総 数 国 保 加 入 数 加 入 率 

世 帯 数 157,333世帯 42,544世帯 27.04％ 

人 口（被保険者数） 328,063人 61,394人 18.71％ 

（注）外国人含む 

 

ウ 予算規模 

31,427,721千円（令和６年度国民健康保険特別会計当初予算） 

 

エ 決算状況                     （令和６年度） 

歳 入 総 額 歳 出 総 額 差 引 額 

32,111,021 千円 31,870,565 千円 240,456 千円 

 

 (2) 運営協議会       

＜委員構成＞  １４人 被保険者代表 ４人（一般公募等） 

 保険医等代表 ４人（医師２、歯科医師１、薬剤師１） 

 公 益 代 表 ４人（自治会連合会・民生委員児童委員連絡協議会等） 

 被用者保険代表 ２人（群馬県被用者保険等保険者連絡協議会２） 

 

 (3) 国民健康保険税 

＜賦課期日＞ ４月１日 

＜徴収回数＞ 年８回（普通徴収対象者）・年６回（特別徴収対象者） 

＜算定基礎＞ 所得割 課税総所得金額（基礎控除後の額） 

＜税率及び課税限度額＞ 

区  分 
医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分 

令和６年度 令和７年度 令和６年度 令和７年度 令和６年度 令和７年度 

所 得 割 6.8％ 7.0％ 2.5％ 3.1％ 2.5％ 2.5％ 

均 等 割 24,600 円 29,000 円 13,200 円 12,600 円 15,600 円 12,200 円 

平 等 割 16,800 円 19,400 円 － 8,400 円 － 6,200 円 

課 税 限 度 額 650,000 円 660,000 円 240,000 円 260,000 円 170,000 円 170,000 円 

 

 (4) 保 険 給 付       

ア 給付内容 

＜給付割合＞ 未就学児８割、義務教育就学から70歳未満７割、 

       70歳以上75歳未満（一般８割、一定以上所得者７割） 

＜出産育児一時金＞ １件につき 488,000円（令和５年３月31日以前の出産の場合は408,000円）ただし、産科医

療補償制度に加入している医療機関で出産した場合は 12,000円（令和３年12月31日以前の出

産の場合は16,000円）を加算 

＜葬 祭 費＞  １件につき 50,000円 
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イ 給付状況 

① 医療給付                                   （令和６年度） 

区   分 件    数 費  用  額 保 険 者 負 担 分 

療養の給付等 1,052,237件 25,518,776,352円 18,692,835,882円 

療 

養 

費 

等 

食事療養・生活療養 0件  296,550円 

療 

養 

費 

診 療 費 823件 20,404,829円 14,517,339円 

補 装 具 791件 24,157,042円 17,903,100円 

柔道整復師 17,905件 130,609,498円 94,967,490円 

アンマ・マッサージ 784件 27,213,470円 19,628,160円 

ハリ・キュウ 282件 4,743,666円 3,488,993円 

そ の 他 3件 208,536円 145,975円 

移 送 費 0件 0円 0円 

計 1,072,825件 25,726,113,393円 18,843,783,489円 

 

② 高額療養費                    （令和６年度） 

件 数 高 額 療 養 費 
１件当たり高額

療 養 費 

48,820件 3,059,855,122円 62,676円 

 

③ その他の保険給付                            （令和６年度） 

出 産 育 児 一 時 金 葬    祭    費 

件 数 支 給 額 件 数 支 給 額 

136件 67,776,000円 373件 18,650,000円 

 

ウ 受領委任払 

① 高額療養費受領委任払制度 

国民健康保険の被保険者に係る医療費の負担の軽減を図ることを目的として被保険者の属する世帯の世

帯主に対し支給する高額療養費について、世帯主が「高額療養費受領委任払」の申請をすることにより、

保険者（前橋市）が高額療養費を、その受領の権限を委任された保険医療機関に直接支払う。高額療養費

受領委任払制度は、申請月よりも前の診療で治療費が未払いの診療について適用する。 

＜対 象 者＞ 

Ａ 療養に要する費用について医療機関から請求をうけている国民健康保険の被保険者の属する世帯の世

帯主 

Ｂ 国民健康保険税の滞納がない又は滞納があるが、特別な事情がある場合。 

 

エ 直接支払 

① 出産育児一時金直接支払制度 

国民健康保険の被保険者の出産に係る経費の負担の軽減を図ることを目的として、被保険者の属する世

帯の世帯主に対し支給する出産育児一時金について、世帯主が「出産育児一時金申請受取に係る合意文書」

を締結することにより、保険者（前橋市）が出産育児一時金を合意した医療機関に直接支払う。 

＜対 象 者＞ 

出産育児一時金の支給を受けることが見込まれる妊娠４か月以上の被保険者の属する世帯の世帯主 
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 (5) 保 健 事 業 

ア 特定健康診査・特定保健指導 

平成20年度よりメタボリックシンドローム該当者・予備群の減少を図り、医療費の適正化に資するため、

高齢者の医療の確保に関する法律に基づき、40歳以上の被保険者を対象に特定健康診査及び特定保健指導を

実施。 

 

    ＜特定健康診査＞                         （令和６年度） 

区 分 対象者数 受診者数 受診率 

特定健康診査 49,362人 18,594人 37.7% 

 

 ＜特定保健指導＞                         （令和６年度） 

区 分 対象者数 利用者数 利用率 

特定保健指導 1,749人 376人 21.5% 

  

    ＜人間ドック助成事業＞             （令和６年度）                    

受診者数 助成単価 助成総額 

 1,245 人 20,000 円 24,900,000 円 
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３ 後期高齢者医療 

 

 (1) 制度の概要       

＜制度の実施＞ 平成20年４月１日 

＜被 保 険 者＞ 

① 75歳以上の人 

② 一定の障害のある65歳以上75歳未満の人で、申請により群馬県後期高齢者医療広域連合の認定を受けた人 

＜被保険者数＞                   （令7.3.31現在） 

男 女 計 

22,916人 33,276人 56,192人 

 

 (2) 保 険 料 

ア 料率及び金額 

年 度 所 得 割 均 等 割 賦 課 限 度 額 

令和６年度 10.07％ 49,100円 800,000円 

令和７年度 10.07％ 49,100円 800,000円 

            ※令和６年度のみ激変緩和措置有（所得割、賦課限度額） 

 

イ 収納状況                                （令和６年度） 

項   目 区 分 調 定 額 収入済額 収納率 

後期高齢者 

医療保険料 

  4,687,479,361 円 4,670,471,570 円 99.6% 

特別徴収保険料  2,668,128,400 円 2,668,128,400 円 100.0% 

普通徴収保険料  2,019,350,961 円 2,002,343,170 円 99.2% 

現年分 1,999,270,400 円 1,986,834,335 円  99.4% 

過年度分 11,875,900 円 11,270,300 円 94.9% 

滞納繰越分 8,204,661 円 4,238,535 円 51.7% 

 

 (3) 健康診査・人間ドック 

ア 後期高齢者健康診査 

群馬県後期高齢者医療広域連合から業務委託され、国民健康保険の特定健診に準じた健診を実施。 

                        （令和６年度） 

対象者数 受診者数 受診率 

51,462 人 18,901 人 36.73％ 

  ※人間ドック受診者を含む 

 

イ 後期高齢者人間ドック健診費助成事業 

平成 21 年度から、健康増進と疾病予防を目的に人間ドック健診費助成事業（一日）を開始。 

平成24年度から宿泊二日を追加。平成27年度から通院二日を追加。平成28年度から後期健診＋脳を追加。 

                  （令和６年度） 

受診者数 助成単価 助成総額 

710 人 20,000 円  14,200,000 円 
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 (4) 高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施 

後期高齢者の健康寿命延伸を目的に、健診・医療・介護予防の一体的な取組を国民健康保険課・健康増進課・ 

 長寿包括ケア課の３課連携により推進した。 

                                 （令和６年度） 

区分 支援人数 延件数 

①糖尿病性腎症重症化予防（個別訪問指導） 23 人 36 件 

②低栄養防止（個別訪問指導） 13 人 36 件 

③フレイル予防教室（集団健康教室) 122 人 344 件 
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４ 保 健 衛 生 

 

 (1) 保 健 所 

平成 21 年４月の中核市移行に伴い、地域保健法に基づく保健所を設置し、市民の健康及び公衆衛生の保持・

増進に努めている。 

 

ア 組織及び業務 

保健所の運営、医療従事者などの免許申請受付

地域医療体制整備、人口動態統計と保健衛生統計

病院、診療所、助産所、施術所の許可や届出

薬局の開設許可、毒物劇物販売業の登録

健康まえばし２１の推進、歯と口腔の健康づくり事業

健康教育、健康相談、エリアマネージャー体制の推進

食育推進事業

保健センター管理・運営

各種がん検診、肝炎ウイルス検診、骨粗鬆症検診

たばこ対策、熱中症対策

難病療養相談、特定医療費（指定難病)支給認定の申請

小児慢性特定疾病医療費給付の申請・認定、難病患者見舞金

精神保健福祉相談、精神障害者保健福祉手帳の申請

自立支援医療費（精神通院医療）の申請、障害福祉サービスの支給決定

感染症の予防と啓発事業

エイズ、肝炎等の相談・検査

興行場、旅館業、公衆浴場、理容所、美容所、クリーニング所の許可並びに確認及び指導

スズメバチの巣駆除費補助

動物愛護管理センターの設置準備、動物愛護、狂犬病予防注射

猫の去勢不妊手術補助、犬の登録

食品営業の許可・届出

食品営業施設等の衛生監視指導

食品表示の監視指導

感染症、食品の検査
検便の受付・検査、食中毒関連の検査

食品衛生係

衛生検査課 生活衛生係

保健予防課

  予防接種事業予防接種係

感染症対策係

難病支援係

こころの健康係

動物愛護
管理センター
準備室

試験検査係

所長 保健総務課 総務企画係

医事薬事係

健康増進課 地域保健係

食育推進係

健康づくり係

イ 施設概要 

所 在 地 前橋市朝日町三丁目 36 番 17 号 

構 造 鉄筋コンクリート造一部鉄骨造、３階建て 

規 模 ［敷地面積］10,065.34 ㎡、［建物面積］924.32 ㎡、［延床面積］2,332.78 ㎡ 

工 期 平成 20 年６月 10 日から平成 21 年２月 20 日 
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(2) まえばし医療センター 

 夜間や休日の急な体調不良などに対応する「前橋市夜間休日診療所」と休日の急な歯の痛みなどの応急診療 

を行う「休日歯科診療所」を併設した初期救急施設。 

＜所 在 地＞ 前橋市朝日町三丁目１３番２１号 

＜開 設 日＞ 令和６年４月１日 

〇１階 夜間休日診療所 

＜診療科別患者数＞                          （令和６年度） 

区 分 
夜間診療 休日昼診療 

患者数(人) 患者割合(％) 患者数(人) 患者割合(％) 

内 科 4,205 60.0 4,642 43.9 

小 児 科 2,795 39.9 5,584 52.8 

外 科 等  9  0.1 345 3.3 

計 7,009 100.0 10,571 100.0 

  

＜地区別患者数＞                             （令和６年度） 

区 分 
夜間診療 休日昼診療 

患者数(人) 患者割合(％) 患者数(人) 患者割合(％) 

前 橋 市 6,094 87.0 9,174  86.8 

県 内 他 市 町 村 706 10.8  1,068   10.1 

県 外 155  2.2 329  3.1 

計 7,009 100.0  10,571   100.0 

 
  〇２階 休日歯科診療所  

  ＜地区別患者数＞                    （令和６年度） 

区 分 患者数(人) 患者割合(％) 

前 橋 市 554  85.6 

県 内 他 市 町 村  70 10.8 

県 外  23 3.6 

計 647  100.0 

 
 (3) 実習等受入状況 

ア 学生等実習受入状況                                               （令和６年度） 

職  種 学  校  名 実人員(人) 延人員(人) 実日数(日) 

医 師 
群馬大学 12 23 15 

獨協医科大学 3 12 4 

保 健 師 

群馬県立県民健康科学大学 4 44 11 

群馬大学 38 141 33 

高崎健康福祉大学 4 48 12 

群馬パース大学 6 72 12 

群馬医療福祉大学 4 46 23 

桐生大学 2 26 13 

看 護 師 前橋高等看護学院 39 39 14 

作 業 療 法 士 群馬大学 2 10 5 

歯 科 衛 生 士 群馬県高等歯科衛生士学院 39 39 8 

管 理 栄 養 士 
高崎健康福祉大学 3 15 5 

女子栄養大学 2 20 10 

合     計 158 535 165 
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  イ 臨床研修医受入状況                                                （令和６年度） 

職  種 病 院 名 実人員(人) 延人員(人) 実日数(日) 

医 師 前橋赤十字病院 2 20 10 

合      計 2 20 10 

 

 (4) 医事関係施設の状況                （令7.3.31現在） 

施  設  名 施 設 数 病 床 数 

病 院 20 4,355 

一般診療所 
有 床 14 231 

無 床 329 0 

歯科診療所 198 0 

助 産 所 4 0 

施 術 所 
あん摩・鍼・灸 283  

柔 道 整 復 180 

 
歯科技工所 80 

衛生検査所 8 

  

(5) 薬事関係施設の状況               （令7.3.31現在） 

 施  設  名 施 設 数 

医薬品、医療機

器等の品質、有

効性及び安全性

の確保等に関す

る法律関係 

薬   局 194 

店舗販売業 99 

卸売販売業 42 

特例販売業 0 

高度管理医療機器等販売業・貸与業 256 

管理医療機器販売業・貸与業 833 

再生医療等製品販売業 3 

毒物劇物法関係 一般販売業 116 

農業用品目販売業 18 

特定品目販売業 4 

業務上取扱者（電気めっき事業） 4 

 

(6) 健康増進法による医療等以外の保健事業 

ア 健康教育 

生活習慣病の予防、その他健康に関する事項について、正しい知識の普及を図ることにより、「自らの健康

は自らが守る」という認識と自覚を高め、健康の保持増進に資する。 

                                             （令和６年度） 

区 分 実施回数(回) 参加延べ人員(人) 

個別健康教育（禁煙チャレンジ塾） 4 21 

病態別健康教室（糖尿病・腎臓病編） 4 40 

女性の健康づくりに関する健康教室 4 49 

栄養に関する健康教室 19 1,253 

運動に関する健康教室 83 2,030 

市民健康講座・研修会 4 283 

健康ステップアップセミナー等 165 7,966 

保健推進員への支援 157 3,932 

食生活改善推進員への支援 43 633 
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※ 個別健康教育については初回面接後の電話・面接フォローも参加延べ人員に入れる。 

※ 市民健康講座・研修会の参加延べ人数にはweb視聴申込者数を含む。 

※ 健康ステップアップセミナー等は、市内各種団体の要望による教室内容・開催会場で実施する健康教室。

地区組織への健康教育も含む。 

※ 保健推進員への支援については、協議会総会・研修会等の回数・人数を加えて計上 

※ 食生活改善推進員への支援については、役員会・理事会・協議会総会・地区総会・研修等の回数と人数

を加えて計上 

 

  イ 健康相談 

心身の健康に関する個別の相談に応じ必要な指導及び助言を行い、家庭における健康管理に資する。 

                                                       （令和６年度） 

区 分 実施回数（回） 参加延べ人員（人） 

窓 口 健 康 相 談 247 1,278 

電 話 健 康 相 談 247 2,184 

そ の 他 健 康 相 談 68 1,251 

 

ウ 訪問指導 

療養上の保健指導が必要であると認められる者及びその家族等に対して、保健師等が訪問して、その健康

に関する問題を総合的に把握し、必要な指導を行い、これらの者の心身機能の低下の防止と健康の保持増進

を図る。平成28年度までは61歳女性を対象とした受診勧奨訪問を行っていたが、平成29年度より糖尿病重症

化予防訪問へ転換し、ハイリスク者への訪問指導を実施している。 

                    （令和６年度） 

訪問実人数（人） 訪問延べ人数（人） 

25 28 

 

エ 健康診査 

循環器疾患やがんなど生活習慣病の早期発見、早期治療の一環として健康診査を実施する。 

① 市追加検査 

高齢者の医療の確保に関する法律に基づく前橋市国民健康保険特定健康診査、後期高齢者健康診査並び

に健康増進法に基づく健康診査と同時に、病気の早期発見・早期治療を目的とした追加検査（市追加検査）

を実施する。 

＜対 象 者    ＞ 市内に居住する40歳以上の人 

＜実施回数＞ 同一人について年１回 

         （令和６年度） 

対象者数 受診者数 受診率 備    考 

107,842人 36,038人 33.4％ 市追加検査受診者数 

※ 特定健康診査・後期高齢者健康診査・健康増進健康診査と同時に実施する市独自健康診査を含めた健

診の総称を「新さわやか健康診査」とし実施していたが、平成25年度から総称を廃止し、市独自健康診

査については「市同時検査」とした。 

※ 令和４年度から名称を「市追加検査」へ変更、健診項目を１１項目から７項目へ変更、対象者を被用

者保険加入者を除く市内に居住する40歳以上の人とした。 

 

② がん検診 

がんによる死亡を減少させることを目標に実施する。 

＜対 象 者＞ 市内に居住する40歳以上の人、ただし、子宮頸がん検診にあっては20歳以上の女性、乳が

ん（甲状腺）検診にあっては40歳以上の女性、前立腺がん検診にあっては50歳以上の男性。 
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       令和４年度から胃がん・子宮頸がん・乳がん検診については、受診間隔を２年に１度に変

更。 

＜実施回数＞ 同一人について年１回 

                                       （令和６年度） 

区 分 対象者数 受診者数 受診率 
検  診  結  果 

異常認めず 要精検 要観察 その他 

胃がん 検診 
Ｘ 線 

195,393人 
1,576人 

9.1％ 
1,367人 54人 155人  － 

内視鏡 16,136人 7,590人 421人 8,044人 81人 

大 腸 が ん 検 診 213,065人 32,554人 15.3％ 30,793人 1,761人 － － 

子 宮 頸 が ん 検 診 133,017人 11,667人 8.8％ 11,457人 209人 －  1人 

乳 が ん 

(甲状腺)検診 

乳 腺 
102,570人 

9,152人 
8.9％ 

8,689人 463人 －  － 

甲状腺 9,147人 9,056人 90人 － 1人 

前 立 腺 が ん 検 診 79,865人 13,809人 17.3％ 12,480人 1,328人 － 1人 

胸部(結核・肺がん) 

検 診 
213,065人 

40,139人 
18.8％ 34,888人 1,145人 4,106人 － 

喀痰 1,392人 

※ 胸部(結核・肺がん)検診の喀痰細胞診検査は、Ｘ線検査を受けた人のうち、問診の結果でハイリスク

となった人を対象として実施（Ｘ線検査は全員実施） 

※ 前立腺がん検診の検診結果「その他」はすでに前立腺がんの診断を受けている人 

※ 甲状腺検診未受診者５人あり（甲状腺疾患で通院中のため、医療機関の判断で検診未実施） 

  甲状腺検診の検診結果「その他」は「判定不能」であった人 

※ 胃がん検診（内視鏡）の検診結果「その他」は、要精密検査（その他の悪性病変）の人 

 

③ 骨粗鬆症検診 

骨量の減少した人を早期に発見し、骨粗鬆症を予防するために実施する。 

＜対 象 者    ＞ 市内に居住する40、45、50、55、60、65、70歳の女性 

＜実施回数＞ 同一人について年１回 

                                       （令和６年度） 

対象者数 受診者数 受診率 
検    診    結    果 

異常認めず 要指導 要精検 

15,095人 2,887人 19.1％ 1,375人 855人 657人 

 

④ 成人歯科健康診査 

高齢期における健康を維持し、食べる楽しみを享受できるよう、歯の喪失を予防するために実施する。 

＜対 象 者    ＞ 市内に居住する20、25、30、35、40、45、50、55、60、65、70歳の人 

＜実施回数＞ 同一人について年１回 

                                       （令和６年度） 

対象 

 

者数 

受診者数 受診率 

健    診    結    果 

異常認めず 要指導 要精検 

43,413人 2,086人 4.8％ 121人 557人 1,408人 

※ 平成24年度から５歳毎の対象にした。 

※ 平成25年度から周知名称を「成人歯科検診」とした。 

※ 平成28年度から周知名称を「成人歯科健康診査」とした。 

※ 平成30年度から20歳、25歳を対象に加えた。 
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⑤ 健康増進歯科健康診査 

末永く食べる楽しみを享受できるよう、歯の喪失など口腔機能低下を予防するために実施する。 

＜対 象 者    ＞ 前年度に75歳に達した前橋市生活保護受給者及び中国残留邦人等に対する支援給付対象者 

＜実施回数＞ 同一人について年１回 

                                       （令和６年度） 

対象者数 受診者数 受診率 
健    診    結    果 

異常なし 要指導 要精査・要治療 

156人 4人 2.6％ 1人 1人 2人 

 

⑥ 肝炎ウイルス検診 

自身の肝炎ウイルス感染の状況を認識し、必要に応じて保健指導を受け、医療機関に受診することによ

り、肝炎による健康障害を回避し、症状を軽減し、進行を遅延させるために実施する。 

＜対 象 者    ＞  

市内に居住する40歳以上の人 

 節目の人：40歳の人  

 節目外の人：41歳以上で過去に肝炎ウイルス検診を受けたことがない人 

＜実施回数＞ 同一人について１回 

                                        （令和６年度） 

区  分 対象者数 受 診 者 数 検  診  結  果 受診率 

節目検診  3,713人 235人 

Ｃ型肝炎ｳｲﾙｽ 

検    査 
341人 

感染している可能性が高い 感染している可能性が低い 

9.2％ 
1人 340人 

ＨＢs抗原 

検  査 
341人 

陽    性 陰    性 

0人 341人 

 

区  分 受 診 者 数 検  診  結  果 

節目外検診 687人 

Ｃ型肝炎ｳｲﾙｽ 

検    査 
687人 

感染している可能性が高い 感染している可能性が低い 

5人 682人 

ＨＢs抗原 

検  査 
687人 

陽    性 陰    性 

1人 686人 

 

 (7) 健康づくり推進事業 

ア 保健推進員活動 

乳幼児から成人・高齢者までの市民の健康づくりを推進するため、地域に密着して保健推進員活動を行っ

た。 

                                        （令和６年度） 

設置地区数 推進員数 母子活動分 成人・老人活動分 地区活動分 定例会等の活動分 

23地区 640人 3,769件 9,966件 

件 

17,239件 

件 

10,604件 

 

イ 健康大学（食生活改善推進員養成）事業 

一般市民から受講生を募り、健康の保持増進に必要な栄養・運動・休養に関する正しい知識を普及させ、修了

者で健康推進事業に熱意を有するものは、食生活改善推進員として地域で活動を行う。 

※講座の他Web視聴による講義実施分を含む 

                 （令和６年度） 

実施回数 受講者数 

11回 86人 
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ウ 食生活改善推進員活動 

栄養・食生活の改善及び健康づくりのための運動を啓発普及した。 

                                                                     （令和６年度） 

設置地区数 推進員数 栄養教室 その他の活動 

22地区 295人 
実施回数 受講者数 活動件数 対象人数 

857回 7,292人 4,316件 14,651人 

 

エ スマイル健康診査事業 

「健康まえばし２１」を推進する一助として、若い世代の健康診査の機会を設け、疾病の予防や早期発見・

早期治療により健康管理の充実を図った。 

   ＜一般健診＞                             （令和６年度） 

受 診 者 総 数 
受   診   結   果 

異 常 な し 要 指 導 要 医 療 

計 833人 173人 454人 206人 

男 155人 24人 77人 54人 

女 678人 149人 377人 152人 

 

オ 前橋市健康づくり推進協議会 

「健康まえばし２１」（健康増進計画）を効果的に推進するため開催した。 

    （令和６年度） 

開 催 回 数 委  員  数 

２回 18人 

 

カ 前橋市食育推進会議 

「元気 まえばし 食育プラン」（食育推進計画）を普及啓発し、効果的に推進するため開催した。 

    （令和６年度） 

開 催 回 数 委  員  数 

２回 19人 

 

キ 前橋市みんなですすめる歯と口腔の健康づくり連絡会議 

歯と口腔の健康づくりを効果的に推進するため開催した。 

    （令和６年度） 

開 催 回 数 委  員  数 

２回 15人 

   

ク がん患者アピアランスサポート事業 

    がん患者に一人１回３万円を上限に補正具等の購入補助を行った。 

    （令和６年度） 

補 助 人 数 補 助 金 額 

151人 4,409,925円 

 

ケ 若年がん患者在宅療養支援事業 

    若年末期がん患者の在宅療養に係る経費９割の補助を行った。 

    （令和６年度） 

補 助 人 数 補 助 金 額 

５人 295,137円 
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 (8) 心の健康づくり推進事業 
ア 精神保健福祉相談 

嘱託精神科医師による相談(定期・予約制）、保健師、精神保健福祉士による来所・電話・家庭訪問を実施

した。 

                 （令和６年度） 

定 期 相 談 

嘱託医師（内数） 

実 施 回 数 24（12）回 

延 人 数 28 人 

来 所 相 談 （ 延 人 数 ） 1,066 人 

電 話 相 談 （ 延 人 数 ） 1,571 人 

家 庭 訪 問 
実 人 数 336 人 

延 人 数 409 人 

合    計 3,046 人 

 

イ 精神保健福祉に関する知識の普及啓発 

精神保健福祉やこころの健康について関心を持つとともに、地域で生活する精神障害者への理解を深め、

ともに生きる地域づくりを目指して、研修会等を開催している。 

① 精神保健福祉関係職員研修 （令和６年度） 

＜対 象 者    ＞ 前橋市内グループホームに所属する支援者 

回数 参 加 者 数 

2回 49人 

 

ウ 自殺対策 

    自殺対策の一環として、ゲートキーパー養成研修等の人材養成事業、啓発キャンペーンや講座等の普及

啓発事業を実施。また、総合的な対策のため、各関係機関と連携を図るネットワーク研修会及び推進協議

会を開催している。 

① 人材養成事業    （令和６年度） 

回数 参 加 者 数 

２３回 752人 

 

② 市民健康講座    （令和６年度） 

回数 参 加 者 数 

１回 49人 

 

③ 会議                     （令和６年度） 

区 分 回数 参 加 者 数 

推進協議会 １回 14 人 

庁内推進会議・幹事会 １回 28 人 

 

④ 啓発キャンペーン  （令和６年度） 

回数 資料配布数 

１回 1,480 

 

⑤ ブックキャンペーン （令和６年度） 

回数 資料配布数 

３回 332 

 



10章   

 

- 164 - 

エ ひきこもり対策 

ひきこもりの長期化を防ぐため、家族が集まり、互いの気持ちを共有し、当事者への支援方法を検討す

るための教室及を開催した。 

① ひきこもりの家族の教室 （令和６年度） 

回数 参 加 者 数 

10回 106人 

 

② ひきこもりの家族の教室（講演会）  （令和６年度） 

回数 参 加 者 数 

１回 会場：19人 

  

 (9) 難病患者地域支援事業 
ア 群馬県特定医療費支給認定中核市委託事務 

特定医療費支給認定事務のうち、群馬県知事から委託を受けた申請の受付と受給者証の交付を行った。 

                               （令和６年度） 

区 分 処理件数 

特定医療費支給認定申請書の受理（新規申請者用） 482 件 

特定医療費支給認定申請書の受理（更新者用） 2,876 件 

 

イ 医療等相談事業 

難病患者及びその家族を対象に疾患や療養生活上のポイント等について知識を深め、また難病患者同士の

交流を図るために相談会を実施した。 

             （令和６年度） 

 回数 延参加者数 

講演会 ５回 68 人 

相談会・交流会 ３回 41 人 

 

ウ 訪問相談指導事業 

面接や電話での相談や筋萎縮性側索硬化症の療養者を中心とした家庭訪問を実施した。 

 ① 家庭訪問          （令和６年度） 

訪問実人数 訪問延人数 

30 人 62 人 

 

 ② 面接相談・電話相談 （令和６年度） 

 相談件数（延） 

来  所  67 件 

電  話 507 件 

 

エ 在宅療養支援計画策定・評価事業 

難病の在宅療養者を対象に関係機関と密接な連携を図りながら、総合的なサービス提供のため、支援者会

議を開催した。また、所内で支援方針会議や事例検討会を開催した。 

   ＜実施回数・参加者延数＞                      （令和６年度） 

保健所主催 他機関主催 所内検討会 

実施回数 延参加者数 参加回数 延出席者数 実施回数 延参加者数 

０回 ０人 ８回 57 人 ５回 29 人 

※ オンデマンド配信を含む。 

※ 特定医療費支給認定更新申請時の面接件数を除く。 
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オ 難病療養支援実務者研修会 

 医療機関、訪問看護ステーションの職員等を対象に研修会（オンデマンド配信を含む）を実施した。 

                                   （令和６年度） 

回数 参加者数 

７回 123 人 

   

カ 難病・慢性疾病児童等支援対策協議会（群馬県・前橋市・高崎市の共同設置） 

難病患者、慢性疾病児童等とその家族が、住み慣れた地域で安心して暮らせることを目的として、課題の

共有・検討を行い、関係機関や関係施策と連携し、難病患者、慢性疾病児童等への支援が総合的に実施され

るよう、支援の在り方や体制整備等について協議する。   

（令和６年度） 

回数 委員数 

１回 19 人 

 

キ 特定医療費（指定難病）支給認定更新申請費用助成事業 

特定医療費（指定難病）更新申請手続きをした受給者に対し助成金を支給する。 

 

ク 難病患者見舞金支給事業 

難病の患者に対する医療等に関する法律による医療給付、児童福祉法に規定する疾病による小児慢性特定

疾病給付に該当している方に見舞金を支給する。 

＜支 給 額＞ 患者１人につき 36,000 円（１回限り） 

  

 (10) 小児慢性特定疾病事業 

ア 小児慢性特定疾病医療費支給認定 

小児慢性特定疾病にかかっていることにより、長期にわたり療育を必要とする児童等に対し医療給付を行

う。 

 

イ 小児慢性特定疾病児童等県外通院交通費（県外通院費）助成事業 

小児慢性特定疾病における県外医療機関への通院の際に要した交通費の一部を助成する。 

 

ウ 小児慢性特定疾病児童等自立支援事業 

    慢性的な疾病にかかっていることにより、長期にわたり療養を必要とする児童等の健全育成及び自立促進 

を図るため、面接等での相談や交流支援を行った。 

 

＜相談支援＞ （令和６年度） 

 相談件数（延） 

来  所  267 件 

電  話 29 件 

訪 問 6 件 

 

＜講演会・交流会＞      （令和６年度） 

回数 参加者数 

２回 26 人 

 

 (11) 結 核 予 防 

結核に対する正しい知識の普及啓発を行い、患者への治療支援活動、服薬支援事業（ＤＯＴＳ）、及び患者

家族等に対する健康診断を実施し、結核のまん延防止を図った。 

 

※ 内１回は群馬県、高崎市と共催。 
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ア 結核健康診断、ＢＣＧ接種実施状況                                          （令和６年度） 

区 分 対象者（接種） 
ツベルクリン 

反応検査者数 

ＢＣＧ 

接種者数 
Ｘ線撮影者数 要精検者数 

乳幼児 1,838人 － 1,885人 － － 

一般住民 102,902人 － － 31,168人 1,009人 

合計 104,740人 － 1,885人 31,168人 1,009人 

※  「一般住民」は、65歳以上の胸部（結核・肺がん）検診受診 

※ ＢＣＧは、平成25年度から、長期病気治療のために規定の定期年齢内で接種できなかった人が、一定の条

件範囲で定期接種として接種ができるようになった。（令和６年度は０人） 

 

イ 訪問指導実施状況                            （令和６年度） 

実人員 ＤＯＴＳ（再掲） 延人員 ＤＯＴＳ（再掲） 

158人 81人 434人 259人 

 

ウ 接触者健診実施状況                                 （令和６年度） 

区 分 直接撮影 直接撮影＋喀痰検査 ＩＧＲＡ検査 

患者家族 11人          4人 24人 

その他 7人 3人 118人 

合計 18人 7人 142人 

※  直接撮影、喀痰検査については、市医師会・健康づくり財団委託実施分のみ。 

ＩＧＲＡ検査ついては、保健所実施・健康づくり財団委託実施分のみ。 

 

エ 管理検診実施状況                （令和６年度） 

区 分 直接撮影 直接撮影＋喀痰検査 

管理検診 35人          13人 

※  市医師会委託実施分のみ。 

 

 (12) 感染症予防 

市民の感染症予防のための各種事業を行った。また、感染症発生動向を把握し、感染源の究明と感染の拡

大防止に努めた。 

ア 全数把握感染症発生届出数          （令和６年度） 

区 分 件       数 

一 類 感 染 症 ０件 

二 類 感 染 症 （ 結 核 を 除 く ） ０件 

三 類 感 染 症 18 件 

四 類 感 染 症 23 件 

五 類 感 染 症 127 件 

新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 感 染 症 ０件 

獣 医 師 が 届 出 を 行 う 動 物 の 感 染 症 ０件 

 

イ 定点把握感染症発生動向調査の報告医療機関数（令和６年度） 

区  分 報告医療機関数 

週報（報告52回） 

小 児 科 ８機関 

インフルエンザ・コロナ 13機関 

眼 科 ２機関 

病 院 １機関 

月報（報告12回） 
性 感 染 症 ３機関 

病 院 １機関 
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ウ 感染症予防研修会の開催 

市内の学校（校医・養護教諭等）、保育施設、医療機関を対象として、「感染症に関連した皮膚症状」をテ

ーマとする令和６年度感染症予防研修会をWeb上で開催した。再生回数は191回であった。 

 

エ 施設巡回指導 

介護保険施設に対し、感染症予防のための施設及び維持管理体制整備や感染症対策マニュアルの作成等の

技術的助言、衛生管理指導を行うことにより、施設の平常時からの感染対策の強化に向け、計画的・継続的

な取り組みを支援し、感染症の集団発生を未然に防止する取り組みを行った。80施設を実施。 

 

 (13) 特定感染症予防 

特定感染症について無料で検査を実施し、その感染を早期に発見し、治療につなげることで、当該感染症

のまん延防止や不安防止に寄与した。市民に対してエイズ等感染症に関する知識の普及啓発を行い、エイズ

対策の推進を図った。 

ア 特定感染症検査・相談事業（実施回数43回）  （令和６年度） 

区 分 検査数 

Ｈ Ｉ Ｖ 203件 

ク ラ ミ ジ ア ･ 淋 菌 153件 

梅 毒 201件 

Ｂ 型 肝 炎 167件 

Ｃ 型 肝 炎 167件 

 

イ エイズ対策促進事業 

市民に対してエイズ等感染症に関する知識の普及啓発を行い、エイズ対策の推進を図った。 

   ① HIV検査普及週間のキャンペーンの実施（６月１日～６月７日） 

懸垂幕の掲揚等を行った。 

② 世界エイズデーのキャンペーンの実施（11月22日～12月22日） 

懸垂幕の掲揚及び前橋市立図書館において、ポスター掲示と高校生が作成したパネルの写真展示を行っ

た。 

 

ウ 風しん抗体検査事業 

風しんの発生予防、感染防止及び先天性風しん症候群の発生予防を図ることを目的として抗体検査を実施

した。                  

 （令和６年度） 

区 分 検査数 

Ｈ Ｉ 法 121件 

ＥＩＡ法  96件 

計 217件 

 

 (14) 肝炎治療費等助成申請受付事業、群馬県肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業 

  ア 肝炎治療費等助成申請受付事業 

群馬県が実施する肝炎治療費等助成事業の申請等の受付及び相談を行った。                                          

                                          （令和６年度） 

新規申請 還付申請 延長申請 変更申請 再交付申請 中止申請 取下げ申請 その他 合計 

127件 ４件 ０件 ２件 １件 １件 ０件 １件 136件 
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イ 群馬県肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業 

群馬県が実施する群馬県肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業の申請等の受付及び相談を行った。 

                                            （令和６年度） 

新規申請 更新申請 還付申請 延長申請 変更申請 再交付申請 中止申請 取下げ申請 その他 合計 

５件 １０件 ２６件 ０件 １件 ０件 ０件 ０件 １件 ４３件 

 

   (15) 予 防 接 種 

伝染のおそれがある疾病の発生及びまん延を予防するために、予防接種を行い、公衆衛生の向上と健康増

進を図った。 

 

ア 定期予防接種実施状況                          （令和６年度） 

種 別 区 分 
  接種件数（件） 

内 訳  

ロタウイルス 

ロタリックス 
１回目 1,578 

3,119 

3,960 

２回目 1,541 

ロタテック 

１回目 283 

841 ２回目 277 

３回目 281 

Ｂ型肝炎 

１回目 1,884 

5,547 ２回目 1,877 

３回目 1,786 

小児用肺炎球菌 

１回目 1,893 

7,392 
２回目 1,860 

３回目 1,869 

追加 1,770 

五種混合 第１期 

１回目 1,874 

5,208 
２回目 1,684 

３回目 1,507 

追加 143 

四種混合 第１期 

１回目 33 

2,564 
２回目 212 

３回目 407 

追加 1,912 

三種混合 第１期 

１回目 0 

2 
２回目 0 

３回目 1 

追加 1 

急性灰白髄炎 

（不活化ポリオ） 

１回目 0 

0 
２回目 0 

３回目 0 

追加 0 

ヒブ（Ｈｉｂ） 

１回目 12 

2,107 
２回目 171 

３回目 360 

追加 1,564 

ジフテリア及び破傷風 第２期  2,172 

BCG 

（結核予防欄と重複掲載） 
  1,885 
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※ 日本脳炎は副反応に伴う接種勧奨見合わせ期間の特例措置として、平成22年度から、平成７年４月２日か 

ら平成19年４月１日までの期間に生まれた20歳未満の人に対し、不足分の接種を定期接種として実施。 

※ ヒトパピローマウイルス（HPV）は、平成 25 年６月から積極的な接種勧奨が控えられていたが、令和３年

11 月厚生労働省の通知により、令和４年度から積極的勧奨を再開した。また、積極的勧奨の差し控えにより

接種機会を逃した方に対して、公平な接種機会を確保する観点から、時限的に従来の定期接種の年齢を超え

て接種（「キャッチアップ接種」という。）が開始され、令和６年度は平成９年４月２日～平成 20 年４月１日

生まれの女性が対象。 

令和６年度の接種勧奨については、３回接種が完了していない、①定期接種対象者（中学１年生）に通知

文・予診票、②定期接種の最終年度対象者（高校１年生相当）にはがき、③キャッチアップ移行者（高校 2

年生相当）に通知文、④キャッチアップ対象者にはがきを郵送した。 

※ ヒトパピローマウイルス（HPV）は、令和５年度から、９価ワクチンが定期接種の対象に追加された。 

※ 新型コロナウイルス感染症は令和３年２月 17 日から令和６年３月 31 日までの期間において、特例臨時接

種として実施していたが、令和６年度から 65 歳以上を対象とした定期接種として実施。 

※ 長期にわたり療養を必要とする疾病にかかった者等の定期接種機会の確保のため、一定条件に該当する接

種については、定期接種として接種を行った（表とは別に、Ｂ型肝炎１回目１人・２回目１人・３回目２人、

水痘初回1人・追加４人、麻しん風しん混合第１期１人・第２期１人の接種を実施した）。 

 

 

 

 

 

 

 

麻しん風しん混合 
第１期  1,753 

第２期  2,332 

水痘 
初回 1,786 

3,582 
追加 1,796 

日本脳炎 
第１期 

１回目 2,045 

6,050 ２回目 1,982 

追加 2,023 

第２期  2,603 

ヒトパピローマウイルス 

（ＨＰＶ） 

定期 

１回目 1,156 

2,519 ２回目 952 

３回目 411 

キャッチ 

アップ 

１回目 3,269 

8,894 ２回目 2,975 

３回目 2,650 

風しん 

（風しん抗体検査数339件） 

第５期 

（成人男性） 

麻しん風しん 

混合 

 
58 

風しん 

単独 
 14 

高齢者肺炎球菌 

満６５歳 971 

971 ６０歳以上６５歳未満 

（厚生労働省令） 
0 

高齢者インフルエンザ 

６５歳以上 59,928 

59,988 ６０歳以上６５歳未満 

（厚生労働省令） 
60 

高齢者コロナウイルス 

６５歳以上 33,812 

33,843 ６０歳以上６５歳未満 

（厚生労働省令） 
31 
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イ 任意予防接種実施状況                            （令和６年度） 

種 別 対 象 接種件数（件） 

おたふくかぜ 満１歳から４歳未満まで 1,731 

季節性インフルエンザ 
当該年度１歳児 1,031 

中学３年生 1,424 

帯状疱疹   
生ワクチン 

満５０歳以上 
174 

不活化ワクチン 4,157 

風しん 

（成人） 

麻しん風しん混合 
妊娠を希望する女性等で平成２

年４月１日以前の生まれで、市

が実施する抗体検査事業等で抗

体価が低い人 

28 

風しん単独 7 

※ 季節性インフルエンザは、10 月１日～12 月 31 日の期間に接種したインフルエンザワクチン接種費用の一

部を助成。当該年度１歳児は１人２回まで。令和６年度から中学３年生に対する助成を実施（１人１回のみ）。 

※ 令和５年度から、50 歳以上の人に対して、帯状疱疹ワクチン接種費用の一部助成を実施（生涯１回限り）。 

 生ワクチンは１人１回、不活化ワクチンは１人２回まで助成。 

※ 妊娠を希望する女性等で市が実施している風しん抗体検査事業（「（13）ウ 風しん抗体検査事業」）等で、

抗体価が低く平成２年４月１日以前の生まれで過去に風しん予防接種歴が２回未満の人に対して、風しん単

独又は麻しん風しん混合ワクチンの予防接種費用の一部助成を実施。 

 

 (16) 生 活 衛 生 

生活衛生関係営業施設における衛生環境を確保するため、関係法令に基づき営業施設の許認可及び監視指

導を実施した。 

 ≪主な営業施設≫                           （令和６年度） 

区  分 施 設 数 令和６年度の新規許認可数 

興  行  場    6 1（仮設） 

公  衆  浴  場    42 2 

旅  館  業   117                13 

理  容  所   320 4 

美  容  所   816 28 

ク リ ー ニ ン グ 所   170 2 

墓    地 3,110 0 

特 定 建 築 物   137 2 

 

 (17) スズメバチの巣の駆除 

スズメバチによる刺傷被害を防止するため、市内の建物若しくは土地にできたスズメバチの巣に限り駆除

費用の一部を助成している。 

 駆除件数 529 件 

 

 (18) 食 品 衛 生 

ア 食品営業施設の許可及び届出 

食品営業施設において関係法令に基づき、基準を満たした施設に許可を与えた。また、令和３年６月１日

に食品衛生法の一部が改正され、営業許可制度の見直しや営業届出制度の創設が行われた。 

区    分 施設数 新規 継続 廃業 

旧食品衛生法に基づく許可施設 1,405 0 0 205 

改正食品衛生法に基づく許可施設 3,173 841 0 178 

届出施設 1,629 － － － 
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イ 食品等事業者に対する監視指導 

    食中毒等の飲食に起因する健康危害を未然に防止するため、食品衛生監視員が立ち入りを行い、指導を実

施した。 

監視件数 3,024 

 

ウ 食品等の検査 

市民の食生活の安全を確保するため、市内で生産、製造、加工及び流通している食品等について関係法令

に基づき収去検査を実施した。 

内容 検体数 規格基準等違反数 旧衛生規範不適合数 

収去 275 1 0 

 

  エ 関係法令に基づき、食品表示適正化の推進を行った。 

区    分 件数等 

食品表示監視指導 366 件 

表示違反疑い等情報提供 11 件 

収去品の表示調査 94 品 

 

オ 食品に関する苦情・相談 

食品全般に関する苦情相談を受け付け、内容を確認し個別に対応した。 

苦情及び相談件数 549 

 

カ 令和６年度に前橋市内で発生した食中毒事例 

発生日 

（初発） 

患者数

(人) 

死者数

(人) 
原因食品 原因物質 原因施設 発生要因 措置 

令 6.4.8 2 0 

野草を使用した

ニラ玉（スイセ

ン（推定）） 

植物性自然 

毒 
家庭 

有毒植物の誤

食 
注意喚起 

令 6.12.13 76 0 

R6.12.13 に当該

施設で提供され

た食品 

ウエルシュ

菌 
飲食店 

加熱不十分、前

日の食品の仕

込み（推定） 

営業停止

（3 日間） 

令 7.2.24 4 0 

R7.2.22 に当該

施設で提供され

た食品 

ノロウイル

ス 
飲食店 

原因物質を含

む食品(生牡

蠣)の提供 (推

定) 

営業停止

（3 日間） 

令 7.2.20 4 0 

R7.2.17 に当該

施設で提供され

た食品 

カンピロバ

クタ―・ジ

ェジュニ 

飲食店 

加熱不十分な

食品の提供(推

定) 

営業停止

（3 日間） 

令 7.3.12 32 0 

R7.3.11,13,14

に当該施設で提

供された食事

（推定） 

ノロウイル

ス 
飲食店 

原因物質を含

む食品(生牡

蠣)の提供及び

調理従事者に

よる二次汚染

（推定） 

営業停止

（3 日間） 

 

キ 情報提供及び意見の交換等 

    市民及び事業者に食品衛生に関する知識の普及啓発を行った。 

区    分 回 数 参 加 者 

それいけ！まえばし出前講座 

（生涯学習課事業との連携） 
 9 回 204 人 

その他の市民向け又は事業者向け講習会 11 回 585 人 
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 (19) 試 験 検 査 

ア 食品の収去検査等   

食生活の安全安心を確保するため、食品衛生法等に基づき市内で生産又は流通している食品の細菌及び理

化学検査を実施した。 

区 分 検 体 数 

細 菌 検 査 167 

理 化 学 検 査  94 

イ 感染症の検査 

食品取扱者等を対象とした便培養検査及び感染症発生時の患者関連の検査を実施し、感染症の予防と拡大

防止に努めた。 

便培養検査（赤痢菌・サルモネラ属菌・

腸管出血性大腸菌Ｏ１５７） 
839 検体 

 

感染症 

発生時検査 

赤 痢 菌   0 検体 

腸管出血性大腸菌  61 検体 

コ レ ラ 菌   0 検体 

チ フ ス 菌   0 検体 

パラチフスＡ菌   0 検体 

レジオネラ属菌   7 検体 

麻しん   2 検体 

風しん   5 検体 

ノロウイルス等   3 検体 

 

ウ 特定感染症の検査 

ＨＩＶ、梅毒等を早期に発見し、特定感染症の発生の予防とまん延防止を目的とする検査を実施した。 

区    分 検 体 数 

Ｈ Ｉ Ｖ  203 

梅  毒  201 

Ｂ型肝炎  167 

Ｃ型肝炎  167 

 

エ 食中毒等検査  

食中毒等の事案に係る病因物質検索のための細菌及びウイルス検査を実施した。 

区    分 細菌検査検体数 ウイルス検査検体数 

施設のふき取り等の検査 29  3 

患者等の便の検査 55 45 

 

オ 家庭用品の試買検査 

出生後 24 月以内の乳幼児用の繊維製品の検査を実施した。 

ホルムアルデヒド 10 検体 

 

 (20) 畜犬登録事務 

狂犬病予防法に基づき登録申請の受理及び鑑札の交付、狂犬病予防注射済票交付業務を行っている。 

＜畜犬登録の状況＞ 

区 分 

年 度 
畜 犬 登 録 狂 犬 病 予 防 注 射 頭 数 

令和６年度 16,896頭 12,890頭 

※ 畜犬登録頭数は、令 7.3.31 現在 



  10章 

 

- 173 - 

 

 (21) 動物愛護・管理 

ア 犬猫の引き取り状況等 

市民から諸事情により引き取った犬猫や、保健所で保護した迷い犬等については、新たな飼い主への譲渡

又は元の飼い主への返還等を行った。 

 

（令和６年度） 

区 分 犬 猫 

引 取 頭 数 4 頭 139 頭 

犬 収 容 頭 数 79 頭  

負 傷 動 物 収 容 頭 数 0 頭 38 頭 

返 還 頭 数 56 頭 2 頭 

譲 渡 頭 数 31 頭 127 頭 

殺 処 分 頭 数 0 頭 26 頭 

収 容 中 死 亡 頭 数 1 頭 23 頭 

 

イ 猫の去勢・不妊手術費補助事業 

殺処分になる猫を減らすことや、猫に起因する糞尿等被害を防止するため、猫の去勢・不妊手術費の一部

を補助した。 

                   （令和６年度） 

区 分 件 数 

去勢手術 902 件 

不妊手術 1,189 件 

   

    ウ 特定動物飼養保管の許可及び動物取扱業の登録 

動物の愛護及び管理に関する法律に基づき、特定動物飼養保管の許可及び動物取扱業の登録の処理を行っ

た。 

                       （令和６年度） 

区 分 件 数 

特 定 動 物 飼 養 保 管 新 規 許 可  1 件 

動 物 取 扱 業 新 規 登 録 17 件 
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